
で、その高屈折率により発光効率を向上させることも実現できました。
さらに、ジアミン化合物を添加して50℃で加熱するだけで分解するこ
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たちは有しており、様々な有機機能性材料の創製に応用しています。
従来から当該合成法を用いて耐熱性に優れたエンジニアリングプラ
スチックの研究に取り組んできており、その過程で、ポリ（フェニレンス
ルフィド）にヒドロキシ基を導入することで透明かつ屈折率が高い材
料になることが分かっていました。水素結合性によって高分子鎖間の
隙間が小さくなって材料の密度が上がることにより、屈折率が増加し
ます。そのため、水素結合性に着目して材料探索を進めた結果、ポリ
（チオウレア）に行きつきました。チオウレアに含まれる硫黄原子は分
極しやすく、一般的な水素結合よりも「無秩序な」分極性水素結合を形
成する性質を持ちます。この性質を利用し、分子設計によって高分子
化することで、可視光域で屈折率1.8超かつ高透過率（92％）を有する
材料を創製するに至っています（Adv. Funct. Mater. 2024, DOI: 
10.1002/adfm.202404433）。
　また、ミュンヘン工科大学Rubén Costa教授との共同研究により、ポ
リ（チオウレア）の溶液を発光電気化学セルに薄膜コーティングすること

　また、将来、水素をエネルギー
キャリアとして用いる社会がくる
ことを想定して、この水素キャリ
アポリマーをどのような形で社
会に実装していくのかというこ
とも考えています。そのひとつと
して、乾電池あるいはコピー用
紙のように、コンビニやスーパー
などで手軽に購入でき、使い終
わったら家庭や事業所単位で交
換してリサイクルルートに乗せら
れるような、分散型のエネルギーキャリアとして展開できるのではな
いかと期待しています。都合の良いことに、水素を溜めているときと
放出したときとでは色が変わりますので、化学に詳しくない一般の方
でも、見た目で使い終わりの判断ができます。まだ思い付きの域では
ありますが、水素用の新しいインフラを用意する必要もありませんの
で、これまでの大規模集中型から小規模分散型の水素エネルギーへ
無理なく移行できるかもしれません。今後も、社会に役立つ有機高分
子を積極的に提案していきたいと考えています。

エネルギー課題解決に、有機高分子で挑む

研究室で培ってきた高分子合成法で、新しい材料をデザイン

社会実装に向けて、化学の力で未来を描く
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